




【キーワー ド1r自分の問題 として捉える1・イ ンターアク ション ・思考の明確化
・自己の思考 プロセス
1.『まじめに
私 は大学時代 に国際関係学 を専攻 してお り、そ 二で歴史学を学んでいた。 そ して、
過去の歴 史問題に端 を発す る国家間同士の対立関係が、そのまま個人 レベルで の対立
関係 をも生み出 して しま うことに対 して、強い疑問 と矛盾 を感 じた。
過去の歴史問題 に根 ざした国家間同士の対立や摩擦 が硬直化 して しま う原 因は、国
内 ・国際政治上の理 由が数多 く挙げ られ るだろ う。 しか し、個人 レベルの対 立で考 え
るな らば、過 去の歴史に根 ざしたr国 家』 とr国 家」としての対立関係が事実 として
実体化 され、それ が個人の認識 としての対立感情へ と移行 し、個 人の認識 の枠 組み が
固定化 されて しまったか らではないだろ うか。
しか し、集団問での固定化 した対立が個人 レベルでの対立 となって しま うことに対
して、抵抗 を模索す ることは許 されないのだ ろ うか。集団間で の対立が固定化 された
としても、そ こに存在す るのは個人である.認識 し思考する個 人の立場を互いに伝 え
合い、互いの差異 を認 めた うえで、そ こか ら新たな解決の方法 を探るためのインター
アクションを起 こす こ とはできないのだろ うか。
インターアクションとは、ことばによる自己 と他者 との関係付 けであ る・自分の考
えていることを明確に し、それを相手 に表現 し、それに対する相手の反応 を受 け止 め、
相手の言わん とす ることは何なのかと想像力 を働 かせ 、自己の 思考 とそれ とを突き合
わせ 、吟味 と批判 的検証を重ねた後に、自己の思考に対 して創造的修正 を加 え、再び
それを相手に表現す る、とい うこ との繰 り返 しである。一方で、この一連のプ ロセ ス
において、人は他者か ら様々な知識や情報を得 た り、今 まで考 えた ことのな いことを
考 えさせ られ た りす ることによって、それ らを既有の知識 ・情 報や認識枠組み と統合
させ 、そこで新たな意味関係 を創 出 させなが ら、自分の考 えて いることを明確 にして
いく。
つま り、自分の考 えていることが明確でなければインターアクションは成 立 しない
し、イ ンターアクシ ョンを取 らなければ 自分の考えていることは明確 にな らないので
ある。
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以 上の ような問題関心に基づいて、本稿では総合活動型 日本語教育をイ ンターア ク
ションを通 して 自分の考えてい ることを明確に してい く場である、とい う視点から捉
えてい こうと考える。具体的には、ある学習者の活動プ ロセ スに焦点を当て、インタ
ーア クシ ョンを通 じて どのよ うに 自分の考えていることを明確 に していったのか、そ
して、自分の考 えていることが明確 になる とは どうい うことなのか、とい うことにつ
い て考察 してい くこととする。
2.「自分の問題 として捉える」プロセス
2.1.分 析の方法 と視点
本稿では、2005年春学期r総合3-61(早 稲 田大学 目本語 教育センター;設計 細
川英雄)を 通 して提 出された学 生のレボー トと、授業記録、およびBBS上 のや り取
りを資料 として縦断的に分析 をする。なお、筆者は このクラスに実習生 として参加 し
ている。
この活動 を行 ってい く上で重要 になるのが、r自分び)問題と して捉 える」 とい う概
念 である。実際の活動に即 して言 うと、学習者 は自分 でテーマrOO」 を選び、その
テーマに対 して自分は どのよ うな価値の置 き方 「××」をす るのか、とい うことを 「私
に とってOOは ××である」とい う文に して表す 二とを求め られ る。本稿では、この
「自分の問題 と して捉 える」 とい う概念を、「ある対象を捉 える際の 自己の視点 を認
識 し、その よ うに捉 える自己の思考プロセスを把握 し、言語化す ることである」と定
義 し、 この部分が明示的に述べ られた ときに、「自己の思考が明確になった」 もの と
して定位す る。 また、この場合のr自 己の思考」 とは、ある事柄 に対 して自分は どの
よ うな価値の置 き方をするのか、 とい う概念 を含む ものであることか ら、r個人の も
のの見方 ・考え方」 と同等の意味を持つ もの として本稿 では使用す る・
分析の対象 とするのはr家 庭主婦にっいて」とい うタイ トルで レポー トを完成 させ
たTで ある。彼女は活動の初期 の段階で、テーマであ る家庭主婦についての主張を打
ち出す ことが既 にできていたのだが、その主張を情報や他者の言説 によって理由づけ
ていたために、なかなか相手に 自分の主張が伝 わらなかった。 しか し、授業 内での他
者 とのインターアクシ ョンを通 じて徐々にr自 分の問題 として捉 える」ことがで きる
ようになった、よって、Tの活動 を分析す ることで、自己の思考 を明確に してい くプ
ロセスを明 らかに し、自己の思考を明確にす るこ との意義について考察で きる と考え、
分析 の対象 とした。また、分析対象 とす るレポー トは 「動機 文!執 筆まで とす る。
2.2.テ ー マ段.定～ 自分の主張=自 己の視 点を認識 する
Tは レポー トのテーマ として、家庭主婦を選択 した,こ れ は、丁自身が,息子 を持つ
家庭主婦 であることか らも、Tに とっては切実なテーマであると考え られ る。
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Tが 最初 に提 出 した レポー トでは、家庭主婦の対処す る生活は複 雑であ り、色々な
工夫 と知恵、が必要である、だか ら家庭主婦は尊敬 に値するのだ と述べ られていた。以
下は、Tの 主張 とその主張を裏付ける根拠が書 かれた部分を抜粋 した ものである。









一見する と、Tの 捉 える家庭主婦像が、具体的に とは言えないまで も、しっか りと
した論調で述べ られているし、そこから、だか らこそ家庭主婦 とは尊敬に値す るのだ
とい う丁自身の主張を述べてお り、論理の展開 も明快である。 しか し、よく読 んでみ
る とこの文章 では、Tが家庭主婦をその よ うに捉 えるようになったプ ロセスが抜 け落
ちてい ることがわかるだろう。すな わち、主張 とその主張を裏付 ける根拠はあるのだ
が 、そのよ うに考えるよ うになったTの 思考プ ロセ スが書かれていない のである。こ
れ は、 この動機 文が提 出された際のBBS上 のや り取 りか らも明 らかである。
Tr私 の動機文・ぜひ意見を寄せてもらいたい』(2005/04/2511;15;19)
おはよう!日本の家庭主婦は世界でも名高い。優 しいし、きれいで、そ して能力もある。私の
感 じでは、家庭主婦とは日本で誇りに値する職業のひとつだといえまず。 しか し、虫国蟹
庭主婦に対す亙醗雁∫鎚 々な1ヨ融 鑓 思一し}ます。だ塗 ら、.私基」塞.庭圭壷よ塾 Σて臥丑 重
臨(以 下省略)
K「 こんにちは!1(2005ro4/2515;3{:50)






エ』.自分の不満麺 すとか蒙匿主蝿のために名量 正 したいような気持ちがあるからです。
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上記 のや り取 りには、Tがテーマであ る家庭主婦について書 きたい と思 うようにな
った理 由が書かれ ている。ここではTは 、中国での家庭主婦の評価は低 いが、自分は
そ うは思わない し、この文章 を書 くことで家庭主婦 のために名 を正 したい、だか ら家
庭主婦 についての 文章を書 くのだ、と述べている。 しか し、この ことと、家庭主婦が
尊敬 に値す るのだ という主張との繋 が りは曖昧である。この部分か らも、Tが 家庭主
婦は尊 敬に値するのだ とい う主張に至ったプ ロセスを見ることはできない.
「自分の問題 として捉える」とい うことは、自分 と対象 との関係 をことばにするこ
とである.つ ま り、あ る対象を捉 える際の 自己の視 点を認識 し、同時にそ のように捉
える自己のものの見方 ・考 え方を把握す るとい うことである。Tの 場合で言えば、家
庭主婦 とい う対象 を捉える際の視点を1尊 敬 に値す るものだ1と 認識 し、同時にその
よ うに捉ズる 自己の ものの見方 ・考え方、す なわち、rなぜ 家庭主婦 は尊敬 に値す る
のか」とい う、Tの捉える家庭主婦像 に映 し出 され る丁 自身の思考プ ロセ スを杷握 し、
言語化 しなけれ ばいけないのである。
r総合ユの活動では、 このr自 分の問題 として捉える」 とい うことが 、rわた しに
とって」あるいは、rなぜ」 ということばに よって幾度 とな く学習者 に問われるこ と
にな る。このrわ た しにとって」あるいはrな ぜ 」 とい うことばは、一人一人の もの
の見方 ・考え方の本質に迫る問いである。それは、単にr中 国で言われてい るか ら1
とかr現代祉会では多 くの人がこ う思ってい るか ら」とい うことばでは済まされない・
確 かにそれ も 丁 自身の考えていることである。 しか し、そ こにはTが どのよ うに対
象 を捉 えてい るのか とい う、丁個人のものの見方 ・考え方が映 し出されて いないので
ある。r総合」では、Tが 対象である家庭主婦 をどのよ うに捉えるのか とい うことを
引 き出そ うと、rわた しに とって」 とrな ぜ 」 とい うキー ワー ドで問いか けるのであ
る。


























第二回 目に提 出されたTの 動機文を見てみる と、文章の構成には前回の もの と多少
の変更はあるが、大枠 と しての主張は変わっていない.す なわち、家庭主婦 の対処す
る生活は複雑であ り、このよ うな複雑な生活に対処す ることができる家庭主婦は尊敬
に値す る、さらに優れた家庭主婦 は精彩的 な人生を過 ごす ことがで きる、とい うこと
であ る。今回の動機文でも、Tが そのよ うに家庭主婦 を捉えるよ うになったプ ロセス





rl… 。わた しは、料理がなかなかうまくできずに苦労していまず.そ れで… 家庭主婦はとても能
力がいるのだと感 じています。女性は感寛が繊績です。でずから、家庭王婦はとても大切です。














授 業中にお ける検討で も、Tはr中 国では、家庭主婦 はあまり評価 され ません」 と、
再び中国での家 庭主婦に対す る評価 を根拠 として 自身の考 えを述べているのだが、クラ
スメー トにはその主張がなかなか伝 わらない様子が見て取れ るだろ う。家庭主婦に対す
るイ メージは人それ ぞれ異なる.Tだ けに しかわか らない家庭主婦に対す るイ メー ジを
他者に伝 えるには、ことばに して伝 える しかない。それ も、具体的 にことばにす ること
で しか相手には伝わ らない.「中国では」 といった一般的で抽象的なことばは、本人 と
かけ離れた ところで使用 されるため、それは外か らの借 り物 のことぱで しかな い。どん
なに借 り物の ことばを重ねて も、相手には伝 わらないのである。丁個 人が具体的に語 る
ことで しか、対象を 自分に引き付 けるこ とができないのである。
そ こで0は 、 自分か らかけ離れた ところか らしか対象を捉 えることができないTを 、
丁個 人の問題 と して引 き付けよ うと、rTさんのそ う考 えるよ うにな った理 由や経験 がわ
か らない」 とい う問いかけをす る。す ると、Tは少 しずつ 自身の経験を語 りだす。 さら
に、そこでAか ら 「なぜ家庭主婦 なのか、なぜ女だけなのか」とい う主旨の指摘 がされ
る。な るほ ど、Tの動機文ではr積 極 的で、優れた家庭主婦は精彩的な人生を過 ごす こ
とができるユとあるが、なぜ家庭主婦だけがそ うなのか、ここでの精彩的な人生 を過 ご
す ことと家庭 主婦 との間の必然性 は何なのかがまだわか らない。Aの 指摘か らも、1『が
家庭主婦 をそのよ うに促えるよ うになった思考プロセスが抜 け落 ちてい るこ とが分か
る。丁自身の価値観 に迫る この問いに対 し、Tは また して も戸惑いをみせ ている。 そ し
て、0か らのrTさ んにとって家庭主婦 ってなに?」 という間いにrわ た しに とって家
庭主婦 とは … 』とことばに詰 って しま う。 ここでTは 、今 まで考 えたことのなかっ
たことを考 えさせ られ ることで、自分の中にある既成の知識 とことばでは対応 しきれな
くなってい るのである。このよ うなときは、自ら思考 し、自らことばを創 り出 さなけれ
ばいけな くなる。既成の知識の枠組みの中で しか思考す ることができなけれ ば、再び抽
象的な ことばを重ねることしかできないからである。そこでCか らの 「自分の経験を書
くとか、 自分の視点で書 く」やHか らのr『わた しにとって』で始 めてごらん」 とい う
具体的なア ドバイス を受けた ことで、Tは何かをつかみかけた ようだ.そ れは、次回提
出 され る レボー トに も明らかである。
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2.4.経 験 に よる意 味 づ け
r家庭主婦になりたいのか」と聞かれると、私はきっとrはい1と はっきり答える。なぜなら、家に
とどまる感 じがすきだからである。家事 と育児に専念 し、自分の努力を通 じて、家族のために暖かい家
庭雰囲気を作るのは、私にとって、理想的な生活である。




は言 うに値 しない些細な二とだが、実は色々な知恵と工夫が必要で、決 して簡単にやることではないか
らである。私は主婦になってからもう四年以上になったが、家事の面となると驚くほど下手である・い








今回提 出された動機文では、世の中の家庭主婦に対す る評価 に向けて、自分 自身はそ
うではないと反対の立場を表明 しているところは今 までと変わ りないのだが、そ こで表
明され るTの 立場に、これまでの もの と明 らかに変容 が見 られ る。す なわち、家庭主婦
の対処す る生活がいかに複雑 なものであるかを、家庭主婦 と しての 自己の経験を論 じる
ことに よって表現 し、それを根拠 として、rだか ら、私 に とって、家庭主婦 になる道 を
選択す る女性 とは、(省略)自 分な りの精彩 を放つ人生に達すると思 う。」との立場を表
明 しているのである。自分 自身の経験を根拠 としてい る分 、対象を 自分に引き付 けて語
ろ うとしているこ とがわかる。
第三回 目に提出 された今回の動機文が、これまでのもの とは違 って 丁自身の考 えが強
く反映 されている ものになったのは どうしてだろ うか。それは前回の授業 で展開 された 、
他者 との外的インターアクションが きっかけ とな り、丁自身の内側で内的イ ンターア ク
ションが展開された結果だと考える。前回の授業では、他者 か らの核心に迫 る問いか け
の連続 に対 し、Tは戸惑いを見せ、即答す ることがで きなかった。 しか し、この ことが
きっかけとな り、Tは他者 との外的インターア クシ ョンを受け止め、相手 が言わん とす
ることは何なのだ ろうか と考 えをめ ぐらせ、それを掴み取 り、自身の思考 と突 き合 わせ
て吟味 した上で、思考を自らのカで再構築す るに至 ったのである。他者 との外的インタ
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一ア クシ ョンがきっかけとな り、自己との内的イ ンターア クシ ョンが引き起 こされたの
だ。それ は、前回の授業内検討 での問いかけに対す る答えが今回の レボー トに書かれて
い ることか らも見て取れ るだろ う。
しか し、今 回提 出された動機 文では、Tの 経験は分か りやす く書かれているのだが 、
そ こか らTが 何 を考 えたのか、とい うTの ものの見方や考え方は書 かれていない。この
揚合 、経験その もの が理由付け となっている分、家庭 主婦がr精 彩を放つ人生」に達す
るとい う主張の論拠 はまだ弱いといえるだろ う。自己の経験それ 自体は、本 人の ものの
見方とは言 えない。経験を した とい う事実だけでは相手 に伝 わ らないのだ・そ こで何 を
どのように考えたのか とい う思考プ ロセスを、その事実か ら自分で引き出さなけれ ばい









この 日の授業 内検討で も、再びrTさ んにとって」 とい う問いが他 の参加者か らされ
ている。この問いに対 してTは 、戸惑いを見せ ることなくはっき りと 「私が一番言いた
いことは」と切 り出 している。それ までの、自己の主張を抽象的な ことばによって理 由
付 け していた段 階から抜け出 し、対象を捉 える自己の視点を認識 し、さらにそのよ うに
捉 える自分の ものの見方 ・考え方を、具体的な経験か ら引き出 し、言語化す るとい う段
階へ達 してい る。













だから、私にとって、立派な家庭主婦 とは、極平凡な生活を味わい深 く、美 しく過せる人生の達人であ
る。私は二のような素晴らしい女性になりたい。
(5月25目BBS提出レポー ト)
上記は、5月25日 に提出 されたTの 動機文の最終稿を一部抜 粋 した もので ある。 前
回の動機文 では、自己の主張を裏付ける根拠 として、経験 だけが挙 げられ ていたのに対
し、今回は、経験か ら何を考えたのか とい う部分 が根拠 と して挙げ られていて、それ が
自己の主張 の理由付け となってい る。経験そのものではな く、そ こに映 し出 され る 丁自
身のものの 見方 ・考 え方 を自分で引き出 し、それ を記述 している分、今までの動機文 と
違 って論理 的かつオ リジナル な文章にな っていることがいえる.
確かに、人生の達人を家庭主婦だけに限定 している点では、Tの 文章には再 考の余地
が充分に残 されている。 しか し、 これまでのプ ロセ スを見れば、Tはr自 分の問題 と し
て捉 える」ことのス ター トラインには立ち、前進 していることがわかるで あろ う・Tは、
他者 とのインターアクションを通 して、自己の思考 を明確 に し、それをこ とばに してい
ったのだ。
3.結 譲
以上、Tの 動機文執筆におけるr自 分の問題 として捉 える」までのプ ロセスを、4回
にわたって提 出された動機文の変遷 と授業記録 、及びBBSでのや り取 りを資料 に縦断的
に観察 ・分析 した。
分析の結果、Tはr自 己の視点の認識→経験(事 実)に よる意味づけ→ 自分の ものの
見方 ・考え方による意味づけ」とい うプロセスを経て、自分の考えている ことを明確 に
していった ことが分かった。Tは 最初の段階で、既 にr私 に とって家庭主婦 は尊敬に値
す るものだ」とい う主張は打 ち出 してお り、この 主張は動機文の最終稿 まで貫 き通 され
た。しか し、初期の段階では、家庭主婦 とい う対象を捉 える自己の視点は認識 していた
ものの、それをその ように捉 える自己の思考 プロセスを把握 し、言語化す ることはで き
てお らず、外側の情報に よって主張を理由付けていた。そ して、それでは 自分の主張が
他者に伝 わらない と告 げ られ、次にその主張 を自己の経験で意味づけることをす る.そ
して最後 に、その経験か ら自分が考えた ことを引 き出 し、それを根拠 と して 自己の主張
を打ち出 した。その結果、Tの文章は第一回 目に提 出された もの と比 して、論理的かつ
オ リジナルな文章へ と変容 した。
Tの活動初期の段階でのや り取 りを見ると、自分 の主張が なかなか相手に伝 わ らない
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様 子が伺 える。r私に とって○○は××である』 とい う主張だけでは、イ ンターアクシ
ョンは成立 しない。確かにこれ も、ある対象 について 自分が どのよ うな価値を置 くのか 、
とい う個人のものの見方 ・考え方 を示 しているとはいえる。だが、どのよ うな価値 を ど
の よ うに置 くのか とい う自己の思考プロセスを記 述 しなけれぱ、それ も自分のことばで
記述 しなければ、相手には届か ないのである。
ここに、 自分の考えていることを明確 にす ることの意義 を、す なわ ち、r自分の問題
として捉 える」ことの意義 を見出す ことができると私 は考える。インターアクションと
は 、ことばによる自己と他者 との関係付 けで あると述べた。 結局、r自分 の間題 として
捉 える」ことをせずに、再ぴ抽象的な ことばを重ねるだけでは、互 いの主張に差異を見
っ ける こともできなければ、そ こに接点を見出す こ ともで きず 、両者の関係は平行線を
辿 るだけだろ う.結果 、インターアクションは成立せず、相手 との関係 を構築すること
はで きない ことにな る。
だがその一方で、r自分の問題 として捉 える」ためには、r自分の問題 と して捉 える』
ことができていない ことを認識できなけれ ばな らない。自分の考えが相手 に伝 わるのか、
伝 わ らないのか、それは実際にことばに して相手に伝えてみなけれ ば分か らないことで
あ る。イ ンターア クシ ョンによって、相手に伝わ らない ことを認識 して初 めて、 「自分
の問題 として捉える」 ことの重要性 を実感するのだ。
繰 り返 しになるが、「自分の間題 として捉 える」ことができなけれ ば、インターアク
シ ョンは成立 しない し、r自分の問題 として捉 える』ためには、インターアクションを
取 るこ としかないのである。Tのプ ロセスか らは、イ ンターアクシ ョンを通 じてr自 分
の問題 として捉 える」ことの意義を読み取ることがで きるだろ う。そ して、このr自 分
の問題 として捉 える」ことへ と向かわせ る一連 のイ ンターアクションの連鎖 と個人の思
考す る力によって、冒頭で述 べた よ うな集団問での固定化 した対立関係 に根 ざした、個
人 レベ ルでの衝突や摩擦の本質化 を回避することができるのでは ないだろうか.対立の
固定化 を解 きほ どくことができるのは、認識 し思考する個人がインターアクションヘ と
向かい、思考を重ね ることである。
4.お わ りに
以 上、Tの動機文執筆過程にお ける 「自分の問題 として捉 える」までのプ ロセスを分
析 してきたわけだが、r総合」とい う活動は、動機 ・対話 ・結論 ・相互自己評価 までを
含 めての活動である。よって今回の報告では、活動の断片における分析 しかす ることが
できなかった。今後は、対話か ら相互自己評 価までを含めて、活動全体を通 してTの 産
出 レポー トや授業内でのや り取 りを丁寧 に分析 してい く必要がある。活動が終 わった後
も、継続 して分析 を続けて行 きたい と考 えている.
(ヤマモ ト レイ 修士課程1年)
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